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大規模ニュース映像コーパスの意味構造解析
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あらまし 大規模ニュース映像コーパス内におけるトピックの連鎖（スレッド）構造を抽出する手法と，その構造に

基づく閲覧インタフェースを提案する．ニュース映像コーパスは、規模が拡大するにつれ，トピック同士が相互に複

雑に絡み合った，関連したトピックの集積としての本来の性質を示すようになる．このような関連性は，それ自体に

重要な高次の意味情報が含まれるため，意味内容に基づく高度な閲覧インタフェースを実現するために，抽出するこ

とが重要となる．本研究では，このようなスレッド構造に基づいたインタフェースにより、利用者に提示するトピッ

ク数を必要最小限に抑えることで，大規模映像コーパスを効率的に閲覧できるようにすることを目標とする．
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Anayzing the semantic structure of a large-scale news video corpus
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Abstract We introduce a method to extract topic threads throughout a large-scale news video corpus as well as

an interface that provides the users with the facility to browse through the corpus guided by the thread structure.

Such guidance is essential to explore into the mass volume of video contents for thorough understanding of a topic

developing through time, since when the size of a corpus expands, it is no longer a mere accumulation of independent

stories, but a group of stories mutually related among themselves, where the relation itself provides rich semantic

information.
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1. は じ め に

近年の情報通信技術の発展に伴い，様々な媒体を通じて大量

の映像が放送されるようになっている．放送映像は多岐にわた

る人間の社会活動を記録しており，人類共通の文化的・社会的

資産と考えられる．ニュース映像はその最たるものであるが，

従来大規模なニュース映像コーパスにおいて，高次の意味情報

を抽出する試みはほとんどなされていない．

このような問題意識のもと，我々は自動ニュース映像蓄積装

置を構築し，重要なニューストピックを容易に検索し追跡する

インタフェースの実現を目指している．この装置は映像とし

て放送される動画像，音声，文字放送字幕（ディジタルデータ

として提供される主音声の書下しテキスト）を自動的に取得

し，現時点までに連日放送されるニュース番組を約 390 時間

（MPEG-1 映像 242GB，MPEG-2 映像 1.47TB，文字放送字

幕 17.4MB からなる）蓄積している．

本報告では，ニュース映像コーパス内におけるトピックの連

鎖（スレッド）構造を抽出する手法と，その構造に基づく閲覧

インタフェースを提案する．スレッド構造に基づき利用者に提

示するトピック数を必要最小限に抑えることで，大規模映像

コーパスを効率的に閲覧できるようにすることが目標である．

2. ニュース映像コーパスにおけるスレッド構造
の抽出

ニュース映像コーパスは，規模が小さければ単に連日放送さ

れる映像の集積ととらえることもできるため，従来小規模の映

像群を対象とた研究では，意味をもつ最小の映像単位を抽出す

るために，映像分割（映像内構造化）に主眼をおいたものが多

かった．しかし，規模が拡大するにつれ，相互に複雑に絡み合

う，関連したトピックの集積としての本来の性質を示すように

なる．このような関連性は，それ自体に重要な高次の意味情報

が含まれるため，意味内容に基づく高度な閲覧インタフェース

を実現するために，抽出することが重要となる．図 1に両構造

の例を示す．図中左側は映像内構造を，右側は映像内構造の上
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図 2 コーパスから抽出されたスレッド構造（部分）．各トピックの識別番号は次の書式になっ

ている：「年/月/日-トピック番号」．

1

2

. . . . .. . . . .

2 - 3

1 - 32 - 1- 1---図1ト ピ ッ ク に 基 づ く 映 像 内 ・ 映 像 間 構 造 ． に 立 脚 す る 映 像 間 構 造 を 示 す ． 以 下 で は ， こ れ ら の 構 造 の 抽 出

と ， 関 心 の あ る ト ピ ッ ク を 最 小 限 の 選 択 に よ り た ど れ る よ う な

映 像 間 構 造 に 基 づ く イ ン タ フ ェ ー ス を 提 案 す る ．

ス レ ッ ド の 構 築 は ， 個 別 の ト ピ ッ ク 間 の ， 1） 意 味 的 関 連 性 ， 2）時間的関連性，の2つを満たしつつトピックを連鎖すること
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図 3 窓幅による過分割傾向．

• 窓幅 w が大きい時（破線）：

短いトピック内では著しく高い類似度は示さないが，長いト

ピック内では比較的高い類似度を維持する．

図中，実線は最大値をとった結果を示し，上式の効果が示され

ている．

（ 5） 次の関数を評価し，各語義属性別の類似度を重み付き

和の形で統合する：

R(i) =
∑

S={g,p,l,t}
aSRS(i)

属性別に異なる重みを与えるのは，特にニュース映像に付随す

る文字放送字幕テキストにおいて，トピック分割を考える際に

特定の属性が他の属性よりも重要な役割を果たすと考えたため

である．

人手でトピック境界を与えた訓練事例（39日分，合計 384の

境界をもつ文字放送字幕テキストからなる）に対して重回帰分

析を施すことで，次の重みを得た：

(ag, ap, al, at) = (0.23, 0.21, 0.48, 0.08) (1)

最後に，R(i)がある閾値 θseg を下回る場合に，文 iと i + 1

の間にトピックの境界を検出する．

図 4に手順（2）から（5）の処理を図示する．

（ 6） 過分割された断片を再結合するため，分割された各ト

ピックに対してキーワードベクトル �KS を作り，次の関数を用

いて隣接するトピック iと j(= i + 1)の類似度を評価する：

R(i, j) =
∑

S={g,p,l,t}
aS

�KS(i) · �KS(j)∣∣ �KS(i)
∣∣ ∣∣ �KS(j)

∣∣ (2)

aS としては，式 1を用いた．

R(i, j)がある閾値 θcatを上回ればトピック iと j を結合し，再

結合が起きなくなるまで再帰的に処理を繰り返す．

まず，適当な閾値を決めるために，手順（4）で用いたのと同じ

訓練事例に対して以上の手順を適用し，その結果，再現率と適合

率が共に良くなるような閾値として，θseg = 0.28, θcat = 0.08)

を得た．この閾値を用いて，2001 年 3 月 16 日から 2003 年 7

月 31 日までのコーパス全体（のべ 774 日，97,591 文からな

る）に以上の手順を適用したところ，2文以上からなるトピッ
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個別には別の流れのトピックに分岐していることが分かる。

“Topic Finder”インタフェースは既存のキーワードによるト

ピック検索の域を出ないものの、“Topic Tracker” との組み合

わせにより、利用者の関心に沿って検索を絞り込む機能を提供

することから、大規模ニュース映像コーパスに適した検索イン

タフェースと考える。また、関心に沿って検索を絞り込む一方

で、徐々に変化するトピックを追跡する過程は一種の問合せ拡

張ともみなせる。このような一見相反する特徴を備えることに

より、提案手法による追跡過程は、利用者の関心に沿って、無

駄なくかつ最大限の情報を含むスレッドを提示するように設計

されている。さらに、スレッドの変遷・分岐・合流を意識した閲

覧ができるため、トピックの総合的な理解にも貢献することを

期待している。著者らは試行を通じて，以上に挙げた特徴が関

心のあるトピックを追跡するのに有効であることを確認した。

文献 [1] でも類似した試みがなされているが、特定の意味属

性に特化した閲覧インタフェースであることや、徐々に遷移す

る内容をまとまりとしてとらえようとはしていない点で本研究

と異なる。

6. お わ り に

本報告では、大規模ニュース映像コーパス中を網羅する意味

構造を明らかにするために、トピックのスレッド構造を抽出す

る手法を提案した。まず、文字放送字幕テキストを用いたト

ピック分割・追跡・スレッド構築手法を紹介した。次に、スレッ

ド構造に基づき、映像コーパス内を閲覧するインタフェースを

紹介した。詳細な評価は今後の課題であるが、試行を通じて、

関心のあるトピックを絞り込みながら追跡することの有効性を

確認した。

今後は、分割・追跡・スレッド構築に画像特徴を導入すること

で、キーワード不足などテキストだけでは情報が不足する部分

を補うことを目指す [3]。具体的には、トピック分割では、キャ

スタショット検出による映像内構造化など、既存研究で効果が

認められている手法を採用する。また、トピック追跡・スレッ

ド構築では、ニュース映像において、配信源や撮影場所の制約

から、類似トピックにおいて全く同じ映像が繰り返し放映され

る傾向を利用し、同一映像セグメント検出 [7] の技術を用いた

映像間の類似度を採用する。

インタフェースにおいては、各スレッドを特徴付けるような

サムネイルやキーワードを提示することで、より的確に進むべ

き方向を選択できるようにすることを考えている。また、検索

に用いた語句の語義属性や選択履歴に応じて、式 2の重みを動

的に調整するなどして、利用者の意図や関心に沿ってスレッド

構造そのものを適応的に変えることも考えている。
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